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尊
敬
す
べ
き
同
志

言

軍

援

宴

握

れ
た

い
と
思
い
ま
す
。

彼
は
六
〇
年
安
一屋
聞
争
が
こ
れ

な
セ
一覆
爾
一島
事
え
●

しい
う
五

九
年
に
、
東
京
大
学
に
入
学
し
て

い
る
ん
だ
ろ
モ，
こ
思
い
ま
す
。

整
Ｐ
「宏
鮮

訂̈
阻
喜
日
星

会
騒
」
窪

ヤ

け
、
含

円の
喬

校
等
韓
Ｆ
ほ
じ
め
ｆ
デ
モ
Ｆ
歯

て
い
っ
た
頃
、
簿
塁
塁
合
瑾
一の

水
色
の
旗
の
も
と
、
デ
モ
に
参
加

し
て
い
た
レ畠
驚
れ
ま
す
。
そ
し

て

西
雲

異

、
佐
」〓
型
菖

長
で
民
青
派
と
の
選
挙
を
勝
っ

亀
ノ
ン
ト
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ

が
主
摯
，
登
零
いの
事
猛
Ｆ
立

工
単
′モ
に
蒙
響
）て
・聡
′」名
夭

学
の
中
に
あ
ぅ
て
、
水
色
の
自
治

会
旗
と
共
に
　
自
治
会
決
議
の
も

二
塁
金
覇
と
し
工

含
漱
壺
啄

て
参
加
し
て
き
た
彼
途
の
部
隊

は
、
私
の
目
に
は
新
鮮
に
う
つ
っ

た
も
の
で
し
ヽ

六
〇
年
安
保
の
自
眉
と
な
っ
た

六
。
一
五
デ
モ
．
労
組
や
民
青
系

の
長
蛇
の
デ
モ
が
、
一穣
一と
国
会

を
僕
Ｖ
ま
き
、
流
れ
て
い
く
中
、

ジ
タ
ザ
ク
一』
塁
き
「繋
需
な
」

デ
モ
を
す
る
全
亭
連
。
こ
の
デ
モ

隊
が
夕
刻
に
な
る
頃
、
国
会
自
通

用
門
に
お
い
て
警
備
の
義
甲
車
を

分
捕
り
、
こ
れ
を
押
し
て
南
適
用

門
を
破
壊
。
突
破
し
た
。
全
学
連

壺
ほ
が
薗塁
書
内
一舞
撼
し
た
の

で
あ
っ
一ヽ

‐
が
し
夜
に
な
り
八

時
頃
で
あ
っ
た
か

（？
）
デ
モ
を

指
揮
し
た
北
小
路
の
演
説
。
「只

今
、
女
子
学
生
が
一
名
…
…
「

椰
美
智
子
さ
ん
の
死
が
報
告
さ
れ

た
の
で
あ
っ
二喝

や
が
て
安
保
敗
北
の
総
括
の
中

て
、
フ
ン
ト
は
崩
壊
し
て
い

っ

た
、
以
降
は
理
乱
の
中
、
苦
間
が

一フ

．ヽ
佐
竹
は
案

後
、
季

隆

竹

奮

琴

胃

蔓

長
の
社
商

を
再
建
し
、
東
京
都
学
連
を
再
建

し
、
ま
た
、
憲
法
闘
争
、
大
管
法

闘
争
二
曇
肩
甲
歯
事
。
た
た
か

い
を
つ
く
り
Ｌ
げ
、
理
論
武
装
を

し
、
六
〇
年
敗
北
か
ら
の
再
建
を

指
導
‥レた
。

六
四
年
頃
、
日
韓
闘
争
を
提
起

し
こ
れ
を
指
導
．
渚
帝
国
主
義
論

を
武
器
に
、
Ｍ
Ｌ
同
盟
建
設
を
果

た
，ン
Ｌ

私
″趣
，
れ
の
も
と
、

そ
れ
ど
そ
粉
骨
砕
身
し
た
の
で
あ

っ
へ

体
竹
の
果
た
・催
侵
翻
ほ

大
き
く
、
組
織
内
外
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
偉
大
な
指
導
者
て

あ
っ
た
、

し
か
し
、
彼
に
は
賠
民
問
題
が

つ
い
て
回
り
、
ま
た
ゲ
・バ
棒
時
代

の
到
奉
丘

（に
時
い歯
鶴
（翼
管花

も
螢
り
，
我
々
は
畠
山
議
長
、
鈴

木
書
記
長
の
第
二
次
Ｍ
Ｌ
同
盟
建

設
を
も
っ
て
そ
の
後
の
た
だ
か
い

を
創
り
Ｌ
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
っ
一あ
ヤて
む
０
．

さ
て
、第
二
次
Ｍ
Ｌ
同
盟
以
前
、

淵
上
、
豊
警
塁
（に
京
一壼
震
Ｅ

層
浄
登
Ｆ
）、
学
生
運
動
か
ら
労
働

豪
則

地
唇
蛋
屏
自
情
ン
に蒔

期
が
あ
っ
た
。
こ
の
路
線
の
中
心

に
い
た
の
が
淵
上
だ
っ
た
。
淵
上

は
川
崎
に
拠
点
を
お
き
、
我
々
ク

ル
ー
プ
の
一饗
酪
間
率
Ｆ
レ
デ
な

達
や
仲
間
違
に
孝
蚕
鮭
軍
茅
与

え
一弓

着
穫
デ
ベ
き
同
志
で
あ
っ

鳩

そ
れ
が
輩

纂

鮮
≦

っ

た
こ
と
を
億
え
て
い
る
。

８

黒

８

後
は

Ｍ
Ｌ
派
の
最
後
は
、
極
め
て
簡

単
で
あ
る
、
と
私
は
思
う
。二
・九

七
〇
一士
ハ月
論躊

に^
す
べ
て
な
か

け
聾
Ｙ
素
は
、
す
べ
て
を
つ
ぎ

摯
ん
一ヽ

私
一ソ
あ

一
・
？
あ

っ

た
．
当
時
、
都
一着
校
一空
酪

て̈

あ
り
、担
任
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

一
時
的
に

「休
職
」
を
申
し
出
て

い
た
。
だ
か
ら
、
学
校
と
生
徒
に

は
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
と
思

六
月
二
三
日
に
逮
捕
さ
れ
約
一

年
間
、
小
奮
て
の
生
活
と
な
り
、

外
て
は

「整
風
運
動
」
が
展
開
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
他
の
党
派
、
特

に
革
共
同

（中
核
と
革
マ
ル
）
の

よ
ユ
■
内
ゲ
バ
■
墓
燃
に
ふ

せ
嘉

動
な
の
っ
亀

連
全
蛮

の
実
体
を
知
っ
た
の
は
、
ず
っ
と

後
の
こ
と
Ｆ
がヽ
。
も
し
、
彼
等
が

選
重
墓
留

か
彙
繹
し
、
実
行

し
て
い
れ
は
、
あ
の
よ
う
な
こ
と

に
な
ら
な
力、
Ｐ
菫
曇
ユ
ヽ
特
に
、

永
田
洋
子
は
、
同
回
か
雄
飛
察
の

会
議
で
見
て
い
る
。
普
け
耳
疇字
同

に
い
た
の
だ
。

「組
織
」
は
権
力
と
開
・フ
た
め

の
手
段
で
あ
る
。
「組
織
」
の
推

持
二冨
品

に
・】
′』り
三
目

紙̈
を

き

宅

「爆

」
の
質

名

ん
だ
り
、Ｍ
Ｌ
派
は
し
な
か
っ
〓ヘ

Ｏ
Ｍ
Ｌ
薇
の
評
価

一
九
六
三
年
本
郷
に
進
学
し
た

私
は
、
六
六
年
卒
業
し
、
東
京
都

立
聾

化
童
澤
い
（定
時
制
）
（〓

一員

に
な
っ
た
、
三
年
か
か

っ
て
卒
業

し
た
わ
け
だ
、
そ
の
理
由
は
、
理

学
部
の
自
然
科
学
研
究
よ
り
も
、

経
済
学
部
の
特
に
そ
の
理
論
の
構

築
に
興
味
を
も
っ
た
か
ら
だ
。
そ

の
た
め
に
、
経
済
学
部
の
授
業
を

受
け
た
り
、
ま
た
鈴
木
鴻

一
郎
ゼ

ミ
に
も
加
え
て
も
ら
っ
た
。
経
済

学
部
の
大
学
院
試
験
を
受
け
た

が
、
み
こ
と
に
失
敗
し
た
、

。
聾
〒

遍
嘔な
″拒
饉
賢
れ

て
い
る
が
、

る
こ
と
は
不
可
能
だ
。

唯

一
、
Ｍ
Ｌ
派
の
こ
と
に
つ
い

て
、
山
本
義
隆

年
代
ｇ

（
二
〇

一
三
年
、
金
曜
日
）

の

一
四
八
買
、
「
学
部
の
党
派
の

活
動
家
は
、

ば
か
り
達
者
て
、

ζ
ぶ

く
、

に
つ
い
て
は
た
め
て
し
■

的
な
作
業
に
も
っ
と
も
協
力
的

・

献
身
的
で
あ
っ
た
の
は
、
Ｍ
Ｌ
派

の
諸
君
て
し
た
」
。
こ
れ
と
、

書
の
巻
末
に
あ
る

「弔
辞
　
今
井

置
君
か
薔
拝
り」
の

一

工
配
生
に
い
た
蛋
に
い
。

⑤

一
枚
の
集
合
写
真

こ
こ
に

一
枚
の
写
真
が
あ
る
。

今
丼
澄

の
葬
儀
の
直
後
、

二
年

一
一
月
三
〇
日
、
場
所
は
本

る
、
幾
山
館
ホ
ア
ル
の
広
闇
た
。

約
四
十
名
が
参
集
し
、
「我
ら
が

先
達
、
淵
上
太
郎

・
畠
山
嘉
克

・

鈴
木
迪
夫
の
三
氏
を
動
ま
す
会
」

と
あ
る
。
三
氏
が
ガ
ン
に
な
り
、

あ
手
ス
κ
れ
が
な
い
こ
″
澤
義
，
れ
て

の
会
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な

Ｍ
Ｌ
派
の

「同
窓
会
」
は
何
度
か

あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
最
後
だ
ろ
う
「

こ
の
当
時
の
同
窓
会
の
最
後

は
、
映
画

『
真
田
風
雲
録
』
（
一

九
六
三
年
、
東
映
）
の

「織
田
信

長
の
話
い
け
り
／
人
間
わ
ず
か
五

十
年
／
夢
知

（ま
ぼ
る
し
）
の
如

く
な
り
／
か
ζ
つ
だ
か
知
っ
ち
ゃ

や
り
て
ぇ
な
／
て
ん
て
か
っ
こ
よ

く
死
に
て
ぇ
な
」
と
い
う
歌
を
全

員
で
合
嘔
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
当

日
こ
の
歌
を
う
た
っ
た
か
ど
う
か

は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
左
の

写
真
の
中
央
の
畠
山
は
こ
の
あ
と

す
ぐ
、
世
を
去
っ
二鴫

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
赤

光
』
の
第
二
号

（創
刊
号
）
の
間

題
は
、
何
も
解
決
し
て
い
な
い
。

しゃっ こう

『 赤光』第 1号 (創刊号)の謎
「佐
竹
茂
・淵
上
太
郎
を
偲
ぶ
会
」
ス
ピ
ー
チ
（
二
〇

一
九
年
六
月

一
六
日
、
於
神
田
・学
士
会
館
）
―
抜
粋
―

鈴
木
迪
夫創刊号を探求し、社学同ML派機関紙を再現する過程で、暗黙知の再現の難しさを思い知らされた

船橋治

『赤
光

了

橿

、
斎
一辱

苦

の

歌
集
で
は
な
い
。
こ
こ
で
言
う

『赤
光
』
は
、
社
会
主
義
学
生
同

盟

（通
称
、
社
学
同
）
の
機
関
紙

の
タ
イ
ト
ル
で
う

０
．

今
か
ら
五
〇
～
六
〇
年
前
の
、

一
九
六
０
年
安
保
関
争
か
ら
七
〇

年
に
か
け
て
の
「激
動
の
十
年
間
」

を
最
も
良
く
闘
っ
た
、
社
学
同
Ｍ

Ｌ
派
〓２

菌
裏

『赤
光
電

螢

競

し
た
い
と
思
い
た
っ
た
の
は
二
、

三
年
前
の
こ
と
だ
。
彼
等
の
パ
ト

ス
生

７
だ

か
っ
札

肇

チ

暑

い
一Ｚ
口憲
蓼
β
首

分
た
ち
の
前

霧
党
ム

研
蚤
命
を
舞
言
χ
５
・

と
亀
闘
し
た
。
今
回
、
創
刊
号
を

採
求
し
ｒ
社
学
同
Ｍ
Ｌ
派
機
関
紙

奪

暑

す̈
０

ヨ
享
、

瞳

輪

の̈

再
現
の
難
し
さ
澤
一思
い
知
ら
さ
れ

た
。
以
下
、
直
感
に
依
っ
て
記
述

す
る
が
お
付
き
合
い
願
い
た
い
．

発
掘
の
最
初
は
０
”Ｚ
¨̈
て
所
蔵

を
調
べ
る
こ
と
か
ら
。
九
州
大
学

に
飛
び
、
興
島
兼
二
郎
蔵
書
の
中

に
五
冊
あ
っ
た
。
滋
賀
県
立
大
学

図
書
館
に
も
行
っ
た
。
朴
慶
植
、

姜
在
彦
な
ど
の
蔵
書
と
並
び
、
中

華
書
店
神
戸
分
店
の
陳
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
申
に
、
旧
Ｍ
Ｌ
関
係
の
新

聞

・
雑
誌

‘
単
行
本
の
多
く
を
発

見
し
た
。

『査

Ｌ

は
当
初
、
Ｂ
号

（
一

九
六
五

・
一
。
二
五
）
か
ら
活
字

暦
写
や
ガ
■
二
駆
理
刷
の
Ｂ
５
判
、

約
二
〇
～
三
〇
買
の
瞑
製
本
ス
タ

イ
ル
が
４２
号
ま
で
続
き
、
４３
号

（
一
九
六
八

・
四

。
一
〇
）
か
ら

Ｚ
ノ
ン
ケ
ッ
ト
判
、
二
～
四
頁
と

な
る
。
１１０
号

（
一
九
七
〇

。
一
二

確
か
め
た
。
約
二
時
間
経

っ
た

頃
、
「
赤
光
』
の
原
本
の
箱
を
見

つ
け
弓

餃
が
甲
盃
吋絆
に
収
葉

し
て
い
た
、
様
々
な
資
料
、
映
画
、

菫
『

一拳
由
テ
し
て
一翻
関

連
の
チ
ラ
シ
・ビ
ス
富
，に
本
部

分
が
残
っ
て
い
・ヘ

Ｏ
創
刊
号
が
な
い

し
か
し
て
あ
る
。
肝
心
の
自
刊

号
が
、
ど
こ
を
さ
が
し
て
も
な
い

の
だ
。
第
２
号
は

一
九
六
三
年
五

月
二
五
日
発
行
、
第
３
号
は
同
年

一
一
月

一
０
日
、
第
４
号
は

一
九

六
四
年
四
月
二
五
日

（以
卜
芋

ペ́

て
活
版
印
刷
）
。
す
べ
て
来
る
べ

き

「日
曇
会
養
蜜
∬
争
」
で
各

号
紙
画
墜
書
螢
お
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
第
２
号

一
面
の
下
に

「復
刊
の
辞
―
―
綱
領
的
立
場
と

革
命
組
織
創
造
へ
」
と
い
う
か
こ

桑
“
】あ
よ
２
等
〈章
が
多
う
。

「日
轟
会
一醒
暉
卜擦
ら
霊
藤
斗
争

へ
の

理

論

と

組

織

を

建

設

せ

よ
二

て
始
ま
る
．
し
か
し
、
何

か
ら
の

「衡
刊
」
か
、
ど
つ
し
て

「復
刊
」
な
の
か
、
ま
た
、
何
故

第
２
号
な
の
か
、
が
書
か
れ
て
い

な
い
．
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
は
私
の
推

潤
で
あ
る
。
《
第
■
号
は
別
の
タ

イ
ト
ル
で
出
さ
お
γ
）

の
で
、
内

書

・
人
事
も

一
新
す
る
た
め
タ
イ

ト
ル
を
改
め
た
の
で
は
な
い
か
。

推
調
の
根
拠
と
し
て
、
「
Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
６
関
連
　
学
生
運
動

・
極
私

的
年
表
』
（神
津
陽
作
成
）か
ら
、

。
一
九
六

一
年
八
月

一
一
日
　
東

『赤
光
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を

付
け
た
の
は
自
分
だ
と
い
・？
人
間

が
い
る
。
三
上
治

（本
名
、
味
岡

修
）
だ
。
彼
は

『
■
９
６
０
年
代

論
Π
』
（
二
〇
〇
０
年
、
批
評
社
）

の

一
一
九
頁
て

「
『
赤
光
』
と
名

付
け
た
の
“餞
いの
発
案
だ
っ
た
」

と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
第
■

号

（創
刊
号
）
は
見
て
い
な
い
、

と
い
う
。

一
体
ど
う
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
¨

さ
ら
に
因
っ
た
こ
と
に
、
先
に

塾

用
‐
ギ
神

漕

躍
”成
の
年
菫
だ

は
、
「
一
九
六
三
年
二
月

一
四
日
、

東
京
社
学
問
内
多
数
派
が
機
関
紙

「赤
光
」
刊
行
」
と
あ
る
の
だ
。

我
々
が
今
日
見
ら
れ
る

『
轟釜
空

は

一
九
六
三
年
五
月
二
五
日
発
行

の
第
２
号
だ
か
ら
、
こ
の
二
月

一

四
日
の
物
が
第
■
号
か
、
と
思
わ

れ
て
本
人
に
出
典
か
商
・ヱ
と
こ

ろ
、
出
奥
は
、
〓
〓
書
房

『資
料

戦
後
学
生
運
動
』
別
春

戦
後
学

生
運
動
史
年
表

（
一
九
七
〇
年
）

と
い
う
。
神
津
陽
氏
の
年
表
は
二

次
資
料
か
ら
の
引
用
で
あ
っ
一Ｌ

こ
こ
に

「赤
光
』
の
前
身
紙
と

し
デ詢
甲

是

幕

詈

と

ご

Ｅ
Ｃ
Ｔ
６
』
は
、
日
立
国
会
国
書

聾
毒
費
料
一需
）
「中
村
‐ヽ′菫
一文

慮
」
の
中
に
あ
り
一罫
ワ
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
．
し
か
し
、
「爆
起
」

第
■
号
【塁
（だ
見
て
い
な
い
。
中

村
当
盈
は
朴
華
向
初
代
一目
量
ｔ

●
一
．〇

社
学
問
と
い
う
組
織

最
近
、
ス
マ
ホ
て
発
見
し
た
面

白
い
当
時
の
ビ
ヱ
燎
）る
。
東
大

駒
場
の
活
動
蒙
・
山
崎
等
大
が
自

治
会
委
員
長
選
挙
に
立
候
補
し
た

時
、
最
重
環
権
薦
人
だ
っ
た
、

そ
の
時
の
ビ
フ
が

「そ
れ
て
奎
璧

を
た
た
き
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
い
２
零
由
″ン
ら

，
一■
そ

の
推
薦
人
に
か
ん
て
い
る
。

柏
津
陽
の
年
琴
に
よ
れ
ば
↓

一

九
六
二
年
二
月
二
０
日
東
京
社
学

同
再
建
。
新
委
員
長

佐
竹
茂
、

書
記
長

望
月
彰
、
副
委
員
長

古
賀
遇

（
の
ぼ
る
）
」
と
あ
る
９

一
応
型
海
り
て
き
た
の
か
。
こ
の
年

教
履

」
笠

重

彦

、
労
麹

合
内
の
左
翼
反
対
派
的
活
動
を
し

て
い
た
、
当
然
、
東
大
斗
争
な
ど

の
情
報
は
、
す
べ
て
マ
ス
コ
ミ

（特
に

『朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
じ

の
お
か
げ
と
、
Ｍ
Ｌ
派
の
動
向
に

よ
る
。
こ
の
一
九
六
〇
年
代
の
記

録
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
手
記

運
動
の
終
了
と
共
に
、
公
的
な
発

言
も

一
切
せ
ず
、
当
時
の
こ
と
を

話
ろ
う
と
も
し
な
い
故
に
、
今
日

ま
で

『
赤
光
』
第
■
号
問
題
は
残

っ
て
し
ま
っ
た

（ま
た
、
本
稿
の

続
き
は

『日
本
古
書
通
信
』
末
年

四
月
号
を
こ
参
照
く
が
言
｝い
）。

（
不
二
出
版
〈
事長
）

以
降
は
、
運
動
の
大
衆
に
と
印
刷

部
致
も
多
く
な
っ
て
、
日
立
国
会

図
書
館
薔

轟

室
集

雰

が

残
っ
て
い
る
。

公
共
図
書
館
調
査
に
並
行
し

て
、
新
潟
の
柏
綺
在
住
の
小
林
健

作
氏

（元
Ｍ
Ｌ
派
）
が
大
部
分
の

原
紙
を
所
蔵
し
て
い
る
と
ニ
ュ
ー

ス
が
入
っ
た
、
早
速
彼
の
自
宅
を

訪
問
し
た
。
自
宅
隣
り
の
プ
レ
ハ

フ
勉
強
部
屋
の
中
に
、
東
京
か
ら

移
住
し
た
ま
ま
の
段
ポ
ー
ル
箱
八

十
箱
一〓
γ

積ヽ
手
多
Ｌ
い
た
、
そ

の
２

つ
２

つ
晶

け
、
豊

。
同
年

一
二
月
五
日
　
社
学
問
全

国
事
務
局
が

『
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
６
』
創

刊
と
あ
る
。
そ
し
て
蔵
田
計
底

『
安
保
全
学
連
』
（
一
九
六
九
年
、

三

一
書
房
）
に
よ
れ
ば
、
反
事
務

局
東
大
フ
ラ
ク
が
機
関
誌

『
蜂

起
』
を
出
す
、
東
京
の
社
学
問
は

当
時
、
内
部
に
三
つ
の
ク
ル
ー
プ

が
あ
っ
た
と
い
う
「
そ
の
後
性
竹

茂
が
委
員
長
と
な
り
、
社
学
同
ほ

再
建
さ
れ
た
よ
う
だ

（後
述
）。

０
名
付
け
親
は
い
る

た
。
間
も
な
く
、
第
二
次
Ｍ
Ｌ
同
　
が
、
今
日
改
め
て
、
佐
竹
を
追
っ

盟
の
建
設
に
と
も
な
い
、
私
と
豊
　
た
淵
上
に
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
独

浦
は
東
京
に
戻
り
畠
山

・
鈴
木
体
　
占
を
ゆ
る
す
。

制
を
つ
く
っ
た
。
以
降
Ｍ
Ｌ
の
崩
　
　
今
日
の
こ
の
会
は
、
佐
竹

・
淵

壊
迄
、
淵
上
″
私
ら
の
分
業
は
続
　
上
、
そ
し
て
こ
こ
に
触
れ
な
か
っ

い
た
、
　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
，

ヽ
さ
ん

２

再
置

い
同
業
蓬

し
、
高
校
生
を
発
颯

・
指
導
、
労
　
失
っ
た
、
た
く
さ
ん
の
同
志
達
を

働
者
組
織
を
つ
く
り
、
地
道
な
努
　
思
い
お
こ
し
、
佐
竹

・
淵
上
と
共

力

・
督
闘
を
続
け
た
。
彼
の
ベ
ン
　
に
彼
逮
を
皆
さ
ん
の
会
話
に
の
せ

ネ
ー
ム
に
因
ん
で
人
呼
ん
で

「矢
　
て
く
だ
さ
い
。
我
々
が
こ
う
し
た

野
一
家
」
“雲
“に
至
ラ
星
髪
″な

会
生
耳
“る
の
目
取
筆
″
Ｈ
五

お
弟
モ
テ
α
一に
よ
っ
プシ
あ
顔

な
い
。
二
人
″
そ
し
て
ｆ
ζ
さ
ん

な
″
ν
汚
て
い
る
　
　
　
　
　
　
先
に
運

た
同
士寝
第
異
に
億
び

今
日
は
、
佐
竹
と
淵
上
歩
偲
ぶ
　
た
い
。

会
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元

日
本
マ
ル
ク
ス

・
レ
‥
ニ

淵
上
は
、
佐
竹
の
死
を
追
う
よ
　
ン
主
義
者
同
盟
書
記
長
）

う
に
、
矢
野

一
家
の
皆
に
送
ら
れ

て
旅
立
っ
た
■
私
自
身
、
淵
上
と

共
に
佐
竹
の
子
分
で
あ

っ
た
の
だ

の
秋
に
は
、
「
一
一
。
三
〇
大
管
　
ン
主
義
派
）
」
と
な
る
の
だ
。
こ

渋
〓材
砕
Ａ百

【統

一
丼
動

、
安
田
講

こ
一Ｌ
ツ
ふ
γ
二
Ｍ
Ｌ
琢
」
が
公
然

堂
前
六
千
人
」
が
闘
わ
れ
た
。
後
　
と
登
場
し
た
一↑
こ
に
な
る
。
こ
れ

２

委

翻

争
に
つ
な
が
る
、
私
の

は
霧
獄
即
菫

一で
撓
′
、

在
学
麗
囁
一
の
大
衆
的
斗
争
で
あ

っ
た
。
駒
場
で
も
全
学
ス
ト
が
実
　
　
　
０
本
郷
で
の
こ
と

凛
さ
れ
、
約
千
人
が
井
の
頭
線
に

乗
ら
ず
渋
谷
駅
ま
で
歩
い
た
の
を
　
　
一
九
六
三
年
四
月
に
私
は
、
駒

偉
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
場
か
ら
本
郷
の
理
学
部
に
進
学
し

こ
の
辺
の
事
情
を
最
近
刊
行
さ
　
た
。
駒
場
の
社
学
同
と
は
全
く
別

れ
た

『社
会
運
動
史
研
究
２
』
（
一
一　
の
一社
学
目
が
、そ
こ
に
は
あ
っ
一弓

０
二
〇
年
四
月
、
新
曜
社
）
で
、
　

経
済
学
部
の
自
治
会

「盤
妻
炎
〓」

古
賀
彗
が
イ
ン
タ
ピ

ュ
ー
に
答
え
　
と
正
円
前
の
喫
茶
店

「ポ
ン
ナ
」

て
い
る
。
そ
し
て
、
『
破
天
荒
な
　
矛
俸
覆
し
て
い
た
佐
竹
茂

（
ベ
ン

人
々
」
（
二
〇
〇
五
年
、
彩
流
社
）

ネ
ー
ム
活
雪
彦
）が
い
た
。
彼
は
、

に
も
、
「佐
竹
を
は
く
が
雪
の
な
　
活
動
家
と
し
て
前
情
党
を
創
る
熱

か
軍
一海
一月
）彼
の
実
家
ま
で
オ

壽籍
″身
体
の
内
な
２
ヨ
島
τ
て

ル
ク
し
に
い
っ
た
」
ル
署
い
て
あ

い
・■

る
。
こ
の
佐
竹
茂
ぬ
き
に
は
、
社
　
　
彼
の
理
論
で
あ
る

「活
帝
国
主

学
同
の
歴
史
は
な
か
っ
た
と
言
え
　
義
論
」
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
『帝
国

亀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‡
轟
薔
菫
一籍
“代
な̈

用
上

に喜

格
一螢
う
メ
あ
最
与
２
お
）が
、

④

『不
酉

餞
与
が
　
　
　
日
韓
会
督
し
て
実
現
し
よ
ら
こ

二
種
類
あ
る
‥
・

し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
警
鐘

だ
。
そ
こ
か
ら
、
「日
韓
階
級
決

『赤
光
』
復
刻
板
を
見
て
一
番
　
戦
識
」
が
登
場
す
る
。
だ
か
ら
、

驚
く
こ
と
は
、
第
１５
号
が
二
種
類
　
こ
の
頃
の

『赤
光
』
は
日
韓
斗
争

あ
る
こ
と
が
ス
づ
“
瞑
に
（Ａ
）、　
　
一
色
で
あ
る
。
し
か
も
、
第
２
号

（Ｂ
）
と
し
よ
う
「
　
　
　
　
　
　
第
二
面
に
は

「共
産
主
義
イ
ン
タ

（Ａ
）
一
九
六
五
年
三
月
二
〇
日
　
―
と
国
際
階
級
斗
争
‐―

中
ソ
論

曇
何

ガ
２
取
、
導
菫
策
京
学

ニア
異
肇
一裏
」
と
い
二塁

文̈
を

生
会
館
　
畠
山
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
の
名
前
て
発
表
し
て
い
る
。

（Ｂ
）
同
年
二
月
二
〇
日
発
行
　
　
　
こ
れ
は
、
後
に
中
国
核
実
験
、

活
字
印
刷
、
明
大
中
央
執
行
委
員
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
な
ど

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
連
の
中
国
に
対
す
る
評
価
を
前

小
林
健
作
所
蔵
本
に
は

（Ｂ
）
　
提
と
す
る
論
考
だ
ヽ

「Ｍ
Ｌ
派
」

の
露
いの
理
子
の
上
に

（ポ
ン
コ

が
中
国
藝
′」二
貝
″れ
る
一婿
”が

ジ
派
）と
手
書
き
の
文
字
が
あ
る
。　
す
で
に
こ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
な

ま
た
、
（Ａ
）
の
文
章
の
中
に
「独
　
が
ら
、
中
国
の
機
実
験
を
ど
う
詐

素

（ポ
ン
コ
巌

）
勤

！
」

価
恵

か
は
縮

喬

電

あ
っ

な
る
文
章
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
た
こ
と
は
時
代
と
と
も
に
忘
れ
ら

同
じ
組
織
か
ら
、
機
関
紙
が
二
　
れ
て
い
る
。

種
類
出
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
異
例
　
　
そ
の
後
、
私
も
理
学
部
自
治
会

の
こ
こ
ゴ
ヨ
一な
雲^
胃
え
な
い

委
員
長
に
ま
つ
，
ふ
〓
五
た
「

こ
と
だ
ろ
う
「
つ
ま
り
、
社
学
同
　
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
何
も
し
て
い

と
は
、
こ
の
よ
つ
盤
理
覆
」の
な

な
い
。
大
衆
的
か
専
い
が
な
か
っ

さ
、
言
い
か
え
れ
ば
、
あ
ま
り

た
の
一■

唯
一
、
ポ
フ
リ
ス
墨
暦

「組
織
一
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
と
　
が
横
須
賀
に
入
清
す
る
時
、
理
学

い
う
長
所
を
も
っ
て
い
た
と
言
え
　
部
の
大
学
院
生
と
学
生
″
の
研
究

よ
う
。　
　

　

　

　
　

　

　

会
ど
の
っ
た

そ
こ
く

初
め
て

こ
の
５
号
の
発
行
の
あ
と
、
第
　
山
本
義
醸
Ｆ
喜
斜
響
比
に
の
を
置
え

１６
号
か
ら
■
赤
光
』
の
タ
イ
ト
ル
　
て
い
る
。
彼
は
、
全
斗
連
と
い
う

の
下
に

「社
会
主
義
学
生
同
晰
政
　
組
織
て
活
理
し
て
い
て
、
彼
の
ア

治
機
関
紙

（
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
　
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
関
西
弁
で
あ
っ
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